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による昭和基地大気中浮遊粒子状物質の特性化
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要旨 本研究では，南極昭和基地に蛍光 線分析顕微鏡を持ち込んで大
気中浮遊粒子状物質の分析を行い，各成分の季節変化を調査した．粒子状物
































蛍光 線分析顕微鏡は，照射 線と同軸に光学 ，透過 線検出器を配置し，試料
ステージを 方向に走査することでサンプルの光学像，透過 線像，元素マッピング像
を得ることができる．装置概念図を図 に示す．本観測で用いた 線ガイドチューブ（大
青山朋樹・浅野 比・菊地 正・和田 誠
図 蛍光 線分析顕微鏡概念図






トに 管を接続し， 製真空ポンプ（ ）及びアルミニウム製ホルダーに
















線管電圧 線管電流 線照射径 線管ターゲット マッピング対象元素
φ μ
， ， ， ， ， ，
， ， ， ，
表 サンプリング条件
サンプリング流量 サンプリング時間 サンプリングフィルタ ポアサイズ
フィルタ μ
の未集塵部の測定スペクトルを示している．この結果，フィルタ上に採取された粒子状物
質には ， ， ， ， ， が観測された．
図 は，平常時と擾乱（ブリザード）時の粒子状物質のマッピング画像である．マッピ
ング時の照射径は μ であるため， 粒子の成分を計測するのは難しいが，サンプリン
グ後の粒子状物質がフィルタにどのように付着しているかを確認することができる． ，
に関しては蛍光 線感度が低いため，マッピング対象元素には を選んだ．ブリザー











図 に，分析結果より得られた の 線強度の季節変化を示す．サンプルごとに濃度差
が大きく，冬季における季節的な変動の傾向は見られないが，ブリザード時などには平常
時の 倍以上の値を示している．また 月~ 月にかけて減少していることがわかる．





図 に， ， ， ， の 線強度および風速の月平?値の変動を示す．図 から，
- 月の間は各元素と風速の平?値の変化挙動がほぼ一致することがわかる．






いての蛍光スペクトルを図 に示す．スペクトルより，降雪中には ， ， ， ， ，
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図 の季節変化


















示しており，例えば北の場合には， °± °の区間のデータを平?して示した．図 （右）
についてはサンプリング日の平?風速別に 濃度を平?したものである．図 に示したよ
うに， 月， 月は の 線強度が増加することと，図 で示したように 月と 月は平











の 線強度が増加している． 月， 月は除雪等で多くの重機が可動しており，風が弱い
と排気ガスが流されず大気中に漂うため， が増加すると?えられる．反対に 月までは，






大気中粒子状物質のサンプルについて， ， ， ， ， ， ， ， については常
時検出されていたが，まれに ， を検出することがあった．図 に， ， 検出時の
蛍光 線スペクトルを示す． に関しては海水中や雪中に含まれるため，海塩由来の粒子
が増加したか，インレット内に雪が大量に混入したために検出されたと?えられる． は
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図 風向・風速別汚染影響
ま と め





) 降雪には ， ， ， ， ， ， が含まれていることから，降雪がインレット
内に混入することで海塩粒子成分が増加すると?えられる．
による昭和基地大気中浮遊粒子状物質の特性化











) 年 月~ 年 月までの期間で採取した 個の日サンプル中， 及び
でそれぞれ 度ずつ濃度が高いサンプルがあった．
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